
財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

（1）棚卸資産の計上基準及び評価方法・・・・・最終仕入原価法に基づく低価法

（2）固定資産の減価償却の方法　　

　 　有形固定資産・・・・定率法

（3）ﾘｰｽ取引の処理方法

　　　ﾘｰｽ物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ取引については、

　 　通常の賃貸借取引に準じた会計処理

（4）消費税等の会計処理・・・・・・税込方式

2.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

56,708

0 1,200,000

（ 単位　円 ）

科　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　什器備品 3,363,905 3,307,197

合　　　　　　計 4,712,549 3,307,197 1,405,352

　電話加入権 148,644 0 148,644

　敷金 1,200,000


